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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 
 

１．日  時   平成２５年７月９日（火） 

午 前 １０時００分  開 会 

午 後  ０時０３分  閉 会 

 

２．場  所   第２会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  春 日 洋 子   副委員長  澤 口 正 義 

委  員  加 澤   明   委  員  馬 場 騎 一 

委  員  山 本 弥 一   議  長  舩 見 亮 悦 

 

４．欠席委員   委  員  堀   光 雄 

 

５．事務局職員   事務局長  中 村 健 一   次  長  伊 澤   徹 

庶務係長  大 塚 英 知   主  査  山 本   聡 

 

６．説 明 員   副市長                    米 田 光一郎 

経済部長                   大 澤 裕 彦 

経済部産業政策課長              遠 藤 恵 介 

経済部産業政策課商工労政係長         中野渡 孝 英 

経済部産業政策課副参事兼課長補佐兼中心市街地活性化推進室長   戸 舘 剛 伸 

経済部産業政策課中心市街地活性化推進係長   小比類巻  健 

経済部参事兼観光物産課長           山 本   優 

経済部観光物産課課長補佐           寺 澤    修 

経済部観光物産課観光企画係長         福 田 康 治 

経済部観光物産課地産販売推進室長       長 根 正 登 

経済部観光物産課地産販売推進係長       和 久 美登里 

 

７．傍聴議員   議  員  髙 橋 武 志 

 

８．案  件   所管事務調査 

(1) 中心市街地活性化に関する各種施策について 

(2) 旧三沢病院跡地の利用に関する現状と今後について 

(3) 観光の振興について 

 

９．会議概要 
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春日委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日は、経済部の所管事務について調査してまいります。 

 早速、１点目の中心市街地活性化に関する各種施策について調査してまいります。 

 先月の委員会においてスカイプラザ三沢の運営状況について調査しましたが、中心市街

地の活性化については三沢市総合振興計画後期基本計画の重点プラン、人が行き交うまち

づくりを目指して、これからさまざまな施策を展開していくものと思います。 

 そこで、本日は、執行部からその施策について説明をいただきまして、各委員からの御

意見・御質問等を伺ってまいりたいと思います。 

 それでは、執行部の説明を願います。 

遠藤産業政策課長：それでは、中心市街地活性化に関する各種施策について御説明いたし

ます。 

 まず、三沢市総合振興計画後期基本計画に掲げている施策につきましては、中心市街地

活性化基本計画と共通しておりますことから、中心市街地活性化基本計画のフォローアッ

プ報告により御説明申し上げたいと存じます。 

 その前に、中心市街地活性化基本計画の期間延長について御説明いたします。資料１の

①をごらんいただきたいと存じます。これは、３段目に計画期間がございますが、当初、

平成１９年１１月から平成２５年３月までの予定としておりましたが、三沢市立三沢病院

跡地計画について、計画当初から国の暮らし賑わい事業を活用することが明記されており

ましたが、医療介護に関する施設の整備手法等に時間を要したことから、内閣府、国土交

通省、青森県との調整も時間がかかりました。このことから、平成２５年３月２９日、内

閣府のほうから承認を受けまして、平成２５年１０月まで延長したものでございます。 

 変更内容につきましては、資料１の②をごらんいただきたいと思います。これが新旧対

照表となっておりますけれども、内容につきましては、赤で書いてありますとおり、２５

年３月から１０月へ変更したというふうな変更内容になっております。 

 続きまして、資料１の③。認定中心市街地活性化基本計画のフォローアップに関する報

告書、これに基づきまして、今後の状況と対応についてご説明申し上げます。 

 １番の概況ですけれども、スカイプラザミサワについては、先般の委員会で御説明申し

上げたとおり、順調に推移しているというふうなことでございます。それによりまして、

市内はもとより周辺市町村からの誘客が増加し、着実に業績を伸ばしている状態となって

おります。当初の基本計画の目標である国際色を愉しめる中心市街地を演出する店舗に

なってきたのかなという風に感じております。それから中心市街地の集客拠点施設として

の役割も少しずつ果たしてきている状況となっております。 

 また、平成２４年度から三沢市雇用創造推進協議会が厚生労働省の委託を受けて地域雇

用創造推進事業を実施しておりますけれども、一部については地域づくりの機運を    

高めるための事業を実施した結果、新たな市民団体が立ち上がって、さまざまなイベント

を計画し、今年度も計画し実施する予定となっております。で、新しい方々の地域活性化

への取組みが進んでいるとのことでございます。 

 ２番目の目標達成の見通し、これは中心市街地活性化基本計画の内容でございますけれ
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ども、まず表の１番目、休日歩行者通行量でございます。基準値、これは１７年、休日等

の歩行者数を、市内１２地点でございますけれども、基準値は４,２３４人でございまし

た。それで目標値は７,０１６人でございました。その次の欄が最新値、平成２４年８月

ですけれども、５,１２８人となっております。今回の見通しとして③と書いてあります

が、これは後ろに、ちょっと小さい字なんですが、③をごらんいただきたいと思います

が、「取組の進捗状況は予定通りではないものの、目標達成可能と見込まれ、引き続き最

大限努力していく」というようなこととしております。 

 ２段目、小売業年間商品販売額ですけれども、基準値、１４６億２,３００万円、平成

１６年の基準値です。目標値は１５１億６,１００万円となっております。実際はどうか

というと、最新値では１００億８,９００万円となってございます。これも③となってお

りまして、「進捗状況は予定どおりではないものの、今後、目標達成可能と見込まれる」

というふうな判断となっております。 

 ３段目、中心市街地居住人口、平成１８年の基準値は７,５３８人でしたが、目標値は

７,７３２人としておりまして、実際はどうかというと７,００１人というようなこと

で、これは④となっておりまして、「取組の進捗に支障を生じているなど、このままでは

目標達成可能とは見込まれず・・・」というふうに書いております。 

 目標指標の個別の内容について御説明を申し上げますので、３ページをお開きいただき

たいと存じます。 

 まず、休日歩行者通行量でございますが、このグラフのとおり平成１７年は４,２３４

人で、目標値は平成２５年７,０１６人としておりますが、平成２４年５,１２８人、こ

れは最新値でございますけれども、ごらんのとおり微量でありますが、若干微増状況と

なっておりまして、このことから今後、施策を進めていくことにより、予定どおりではな

いものの、今後、達成が見込まれるのではないかというふうな判断としてございます。 

 次に、４ページをお開きいただきたいと思います。 

 一番下の３番ですが、目標達成の見通し及び今後の対策、これが今後の対策ということ

になろうかと思いますが、平成２３年度からタウンマネージャーを招聘いたしまして、三

沢市商工会をはじめ市内経済団体と連携し、スカイプラザを核とした中心市街地における

にぎわい創出に取り組みました。そのほか、中心商店街と協力して誘客イベントを多数開

催するなど、中心市街地での協力体制の構築を図ったというようなことでございます。こ

の辺はちょっと若干不十分ではあるとは認識してございます。 

 さらに、厚生労働省の委託事業である地域雇用創造推進事業によって、まちづくりを担

う人材の育成事業を実施した結果、先ほど申しましたとおり、新たな市民団体が立ち上が

り、新規イベントが企画・実施されるなど、まちづくりへの機運が高まっております。 

 それから、今年度においても、イベントコーディネーター養成講座等で人材育成、人材

発掘を行うこととしておりまして、今後においてはこれらの動きを有機的に結びつけて、

魅力ある中心商店街、中心市街地の形成を図ることとしております。 

 以上のことから、数値目標の達成は今後可能となるものと考えておりまして、今後の残

された期間において全力で取り組むというふうなことにしております。 

 ５ページをお願いいたします。 
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 次に、小売業年間商品販売額についてでございますけれども、平成１６年の基準値は、

１４６億２,３００万円、先ほど申し上げたとおりです。目標値が１５１億６,１００万

円、最新値が平成２４年１００億８,９００万円でございます。基準値よりも下がってお

りますが、ここ２年ぐらいは微増となっております。若干伸びております。これは、震災

の影響等さまざまあったり、区画整理等で店舗が減ったりとさまざまな要因がございまし

て、がくんと落ち込んだというふうなことがちょっと計算外だったのかなというふうに

思っております。いずれにいたしましても、今は微増の状態でございますので、今後、空

き店舗対策等さまざまな取り組みをすることによって、さらに伸ばしていきたいなという

ふうに考えております。 

 次ページをお開きいただきたいと思います。 

 目標達成の見通し及び今後の対策。これも先ほどと同じなのですが、スカイプラザを中

心に展開を図ってまいりたいと思っておりますけれども、それと雇用創造推進事業を後で

説明いたしますけれども、これはただ雇用を出すだけでなくて、新商品開発とか販売力強

化とか、商店街の活性化とか、そういうふうな人材育成、新規創業とか、そういうふうな

ものにも貢献する事業だと考えておりまして、小売店舗の販売力を上げるための取り組み

として展開をしております。 

 それからさらにの、その中段から下ですけれども、活性化の効果を図るため、中心市街

地のイベント広場であるアメリカ広場、ビードルドームにおいて食をテーマにしたイベン

トまんぷく祭、これは新規に昨年度からスタートいたしましたが、今回、ことしも第８回

まで終わりまして、次に第９回、第１０回と８月、９月にやる予定にしておりますけれど

も、そういうようなものを新たに展開しております。 

 それから、このまんぷく祭等の来場者数は、毎回少しずつ伸びている、前回はちょっと

減ったのですが、毎回ふえておりまして、定着してきております。これらの取組み、今後

も引き続き実施していきまして、若干小売店舗の販売額は厳しい数値目標ではございます

が、今後、さまざまな事業を展開してまいりたいと思っております。 

 次に、７ページですけれども、中心市街地居住人口、これが唯一目標を達成できないと

いうふうな判断をしたものでございます。表のとおり、平成１８年７,５３８人あったの

が、平成２４年７,００１人となっております。目標値がほど遠いというふうなことで、

病院跡地に高齢者住宅、サービスつき高齢者住宅とか老人ホームとか、８０部屋できるこ

とから、若干の人口がふえるというふうなことになっておりますけれども、そういうふう

なことも踏まえまして、取り組みは進めております。そういうふうなことで延長したとい

う経緯もございます。 

 ３番の目標達成、今後の対策ですが、今申し上げましたとおり、三沢市立三沢病院の跡

地活用による街なか居住の関連事業は、さまざま時間がかかっていたためおくれておりま

す。平成２４年に施設整備が着工したことから、事業者との調整を密に行い、迅速に効果

を出していきたいということでございます。 

 市としても、街なか居住の推進を図るため、市の単独事業である住宅・空き店舗新築リ

フォーム支援事業を拡大実施しておりまして、これは一般住宅新築・リフォームのみを対

象として、平成２２年度から実施しておりますけれども、段階的に補助要件の緩和、拡大
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を図っておりまして、平成２４年度からは空き店舗改装に係るメニューを追加しておりま

して、中心市街地活性化に資するための体制を図ってきたところでございます。 

 しかしながらと書いてあります三沢市立病院の跡地利用計画につきましては、当初、公

営住宅の整備、民間事業者による賃貸共同住宅の建設を予定しておりましたが、跡地利用

審査委員会の審査の結果、高齢者専用住宅、スーパーマーケット等の複合施設の建設とい

う事業案が採択されたというふうなことがございまして、本事業により見込まれる居住人

口の増加見込みを３１０人を予定しておりましたが、５６人に減少してございます。 

 これらの変更を踏まえて、今後を見通したとき、数値目標の達成は非常に困難であると

いうふうなこととしております。 

 次に、これまでが対策でございますが、今、雇用創造推進協議会の雇用創造推進事業に

ついて申し述べましたので、それについてちょっと触れさせていただきたいと思います。 

 お手元の「自分を活かして、三沢を元気に！！」というパンフレットをちょっとごらん

いただきたいと思いますが、これは中心市街地の活性化を目的とし、既存の事業者あるい

は後継者、あるいは新規創業者を育成あるいは強化するというふうな事業でございます。

ただただお金を出せばいいというふうなものでなくて、人材育成、新たな風を吹き込まな

ければいけないというふうなことで、人材育成していくというふうなことでございます。

「自分を活かして、三沢を元気に！！」ということでございますが、国際色をはじめとす

る地域資源の再発見による地域活性化をテーマといたしまして、雇用拡大、人材育成、起

業・創業支援を目指すとあります。これが商店街に波及できていければ大変すばらしいの

でないかなと考えています。 

 中をちょっとお開きいただきたいのですが、これは２４年度からやっていますが、今年

度の事業でございます。今既に始まっておりまして、ビジネス英会話、これは接客等に使

うビジネス英会話。次に、５月、創業人材育成セミナー、新規創業を行います。６月、Ｉ

Ｔ研修セミナー、これはパワーポイントとかホームページ作成とか。今はネット販売とか

が普及してきておりますので、そういうふうなものに使っていただきたいという思いでご

ざいます。７月は新商品開発セミナー、イベントコーディネーター養成講座を予定してお

ります。８月は販売戦略、観光セミナー、９月はまたＩＴ講座とか営業力強化実戦セミナ

ー、こういうふうなことを計画しております。 

 こういうふうなスケジュールでさまざま行っております。これはパンフレット等は後で

ごらんになっていただければよろしいかと思います。 

 一応１２種類のセミナーを開催しておりまして、各セミナーごとに２０時間ずつセミナ

ーを開催しておりまして、約２６０時間のセミナー開催を予定してございます。 

 昨年の実績でございますけれども、５１４名が参加されまして、就職あるいは新規創業

等の、あるいは新規出店をされた方、合わせまして計６５名、となっております。 

 次に、御承知のことと思いますが、出店舗募集のチラシでございます。これは先ほどの

新築・リフォームの補助の中の出店の関係の補助でございます。これは中心市街地の空き

店舗対策といたしまして、昨年度から実施、支給しておりますけれども、雇用創造推進事

業の創業人材育成セミナーや商品販売セミナー、商品開発セミナーなどを受講された方々

がこれを活用して中心市街地の空き店舗を使って、空き店舗に入っていただければなとい
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う思いでおります。 

 昨年度の実績ですが、裏のほうをごらんいただきたいと思います。２４年度からの実績

が書かれてあります。 

 一番下でございますけれども、空き店舗改装は５件、昨年度は申請がございまして、今

年度は２件、既に申請がございまして、空き店舗がこれは一方通行のところだけなのです

が、少しずつですけれども店舗が埋まってきている状況でございます。まだまだではござ

いますけれども、今後もこれを進めていきたいと考えております。 

 それから、今年度は、一応資料はございませんが、先般の議会で出した、企業型緊急雇

用創出事業でございますけども、販売促進支援事業が大町の空き店舗を活用して販売戦略

の支援、販売促進の支援をするということを、まだ動いておりませんが、大町の空き店舗

を活用してですね、商品販売支援すると共に、農産物に付加価値をつけて商店街の活性化

につなげ、人材育成を図ることを目的としております。商品開発に係る企画、実現性の検

証、加工業者との調整、あるいは試作品、モニターの調査、パッケージデザイン、プロモ

ーションサイトの構築、PRCM の作成を行うというふうなことで、商店街の新たな商品を

つくった場合の支援をするというふうなことを行うことになっております。 

 そのほかに、当市の融資制度、県の融資制度の活用、あるいは国の総合補助金、それか

ら厚生労働省、経産省等の各種補助金がございます。そういうふうな周知を図りながら商

店街、その商店街を経由して新規商業者への支援を有機的に結びつけて、そしてアメリカ

広場やビードルドームで行っておりますまんぷく祭、さまざまなイベントを定期的に開催

して、七夕まつり、ハロウィンなどの既存イベントに新たな市民提案を織り込みながら誘

客を促進されて中心市街地活性化基本計画の目標値に近づけてまいりたいと、こういうふ

うな思いでございます。 

 以上でございます。 

春日委員長：ありがとうございました。 

 ただいま御説明をいただきましたが、委員の皆様、御意見・御質問はございませんか。 

山本委員：今、説明をいただきましたけれども、病院跡地利用の関係で、国や県との打ち

合わせが随分かかって今年度１０月までで一応の本市の中心市街地の活性化ですね。当

時、我々が了解・了知したときには、駅前、そしてこの街区に分けた特性ある計画なので

すね。と同時に、病院が向こうへ移転するということで、人、誘客が今までよりも減るの

ではないかと。そこで、跡地利用ということで委員会を設けて、今の病院跡地みたいな関

係で。 

 そこで、一つ尋ねるけれども、当時は計画が病院の跡地で誘客を図るということで、今

のこの法人ですか、当時はスーパーマーケットも併用した施設づくりといいますか、そう

すると既存の商店街もにぎわいが出てくるのではないかと、こういうことだったのだけれ

ども、相手は企業であるからそれは変更になる場合もあるでしょう。その辺が今現在、聞

くと高齢者住宅ですか、そういった福祉関係だけで、あとは説明がなかったような気がす

るけれども、その辺は現在、まずどうなっているか、１点。それをお聞きします。 

春日委員長：山本委員、今の御質問の内容ですけれども、２点目の病院跡地利用に関する

内容のときに……。 
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山本委員：先ほど課長から、目標値を達成できなかったわけだよね。１６０億円を目標に

し。私は、今は幾らか伸びている、それを低い１００億円からの、それはあなたたちの詭

弁である。本来、責任を持たなければいけないのが、事業をやる側なのだよね。私は不思

議なんですよ。何をやったというだけで、何か目標を達成しなくても、震災があったか

ら、あるいは店を動かすのに…計画によって減ったとか、理屈だ。当初、それは予想され

ているはずなのですよ。震災は別としてね。それを理由にするというのは、責任回避です

よ。 

 私たち一般市民から見れば、八十数億円もかけた活性化事業、中心市街地ですね。八十

億円ですよ。 

 今みれば計画１０月で終わりでしょ。当初の目標を掲げたのを達成されていないのが評

価じゃないですか。その辺、副市長いるけど計画をどう総括しているのか。１０月ももう

すぐ来ます。内部でどう評価しますか。そこをまず、評価ね、もう１０月で終わり、事

業。 

遠藤産業政策課長：私どもも予定どおりじゃないという風に考えております。そのため

に、今努力しているわけでございまして、手を拱いているわけではなく、あらゆる、先進

地も勉強しながら、やってるわけでございますが、商売するというのは、行政が商売する

のではなくて、その地域や商店街の方々を一緒にその商店街を活性化する努力をしなけれ

ばいけないというようなことで、既存の商店街の方々は頑張っている最中でございますけ

れども、空き店舗もありまして、ちょっと店舗が少ないかなというふうなこともありまし

て、新規の創業支援、あるいは既存の商店街については商売繁盛してもらうように勉強し

ましょうというふうなことで、雇用創造推進協議会というふうなもので販売戦略セミナー

で勉強して、商品販売・営業力強化というふうなものを図っていきたいというふうな、ソ

フト面のですね、取り組みもしております。これもまず人材育成といいますか、それを早

くしないといけないと思っています。 

 一応ハード面の整備のみならず、そういうふうなソフト面の支援、あるいは金融支援と

か、あるいは各種補助金等、さまざまなものを併用しながら取り組んでいきたいと思って

います。 

 その計画の内容の結果につきましては、私どもも非常に厳しい状況だなというふうに

思っておりますけれども、今後、そういうふうなことを踏まえて、何とかうまいぐあいに

持っていくために、今現在種をまいているといいますか、努力している最中でございま

す。 

山本委員：今後のためにでもこれは必要です。だけど、我々大きな上から見る場合、ちま

ちました小手先の技術指導なので、本来、商店街にどう人を集めるかが欠けています。ち

まちまして集めれますか。商店街の販売能力のために英会話だとか、あるいは店舗利用、

それはどこでも全国、国のメニューでやられていますよ。しかしながら、うまくいってい

ない。 

 現状は、今まで取り組んできているはずです、また、取り組もうとしていますけれど

も、商店街の方はさっぱりもうからない。それは何なの、どっちが悪いのかわかりませ

ん。商売している人が悪いのか、市全体の取り組みが悪いのか。皆さん、もっと大きな目
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で予算を有効利用する。ただ国のメニューでちまちましたことをやっている、どの自治体

も大方は同じという、それでは特性ある商店街づくりはできません。 

 やっぱり目標を日本一のそうした商店街にしていくとか、見えない。課題を大きく掲げ

て、そこに１５年かけてここまで完成するとか、２０年かけて……。そのプランニング

が、ただ国のメニューがあるから、だからやるのだと、そういうのが多いのでね。まず、

やれるべきものは、それはちまちましたものをやっても構わないけれども、今は必要なも

のをやるべきですよ、役所はね。 

 だから、大きな絵を描いて、商店街の方々とともに時間をかけて、膝を交えて、こうな

るのだと、１５年後はこうなるとか、そういう目標が見えないから、役所は役所、商店街

は人が来ないもの、役所と一体になれないとか、さまざまあるでしょう。そこをどうする

かというのがまちづくりなのですよ。あるいは商店街づくりなのですよ。こういう大きな

リーダーシップを発揮してもらいたいのですよ。 

 そこで、１０月で終わりって、これで終わる…当時の前市長がこういうことを言ってい

ました。電線地中化を図って、電線を埋めて拡幅を図って、車が進入して入りやすいよう

に、そして商店街を盛り上げていこうと、この全部、これも地図に載ったのが地中化を図

ると言っているのですよ。それをあなたたちは、今度は市長がかわったからか何かわから

ないけれども、忘れている。１０年だから長期計画、ひとつもマッチしていない。途中で

全部終わっている状況に、市民の声聞いてますか。これは失敗じゃないですか。あなたた

ちも聞いてるはずだ。当事者でしょう、あなたたちは。 

 八十数億円もかけて、これは国民の税あるいは市民の税が入っているのですよ。ただ

じゃないのですよ。だから、真剣勝負なのですよ。本当に、大体１６０億円、今これから

また前に掲げたのを目指すとか、もっと５００億、１,０００億円だとか、そういう大き

な発想すべきですよ。で今のちまちまで電線地中化やめるのですか。副市長、どうなって

いますか、その市長との打ち合わせは。その辺伺います。 

米田副市長：電線地中化全部やるというのは、最初から計画にない… 

山本委員：市長の思いだよ。あんた達はそういうのないのか。まあいい、なければないで

いい。 

米田副市長：現時点ではちょっと、そこ…検討して…。 

山本委員：中途半端じゃないですか。あなたたち感じないのですか。プロでしょう。途中

でも、これでいいのか。市長もいいのか、あなたらもいいのか。あなたたち議論していな

いのですか。商店街をどうしようかって、ただ小手先の仕事をして、やりました。結果的

に、何ももちろん数字的にも達成されていない。どうやればいいか、あなたたちこの期間

に、時間をかけてきっちりこれやっているのだけれども、大きなことをやっていない。途

中であきらめている。そう思いませんか。もっと腹を据えて、本当に商店街の活性化を

図っていくつもりがあるのか。必要でしょう。今やれるのばかりやっているような気がし

て、夢がない。 

 うたい文句は国際色、商品だけ並べて国際色ですか。やっぱりそこに外国人を入れる努

力、それらに補助金を出すとか、そういうテクニックは全く政策的に打ち出されていな

い。国のメニュー、県のメニューを見ながらで、だから人を集めれない。皆さん、大学を
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終わってるのだから、よそも見てきた、海外。何もないところにとんでもないまちを、世

界から集めるぐらいのね。一つはラスベガスね。あれは特別だと皆さんは思いますか。は

じめは二人か三人からですよ。もっと大きな目を開いていただきたい。 

 半分の拡幅、県道十和田三沢線、これで議論はないのですか。市長は、拡幅やらないと

は言ってないけど、答弁はやらない答弁なのですよ。詭弁なことは使わないでください。

言っているのに、やらないということは…。トップの価値がないんじゃないかと。もっと

内部で議論しているのかどうか。あと、半分に終わっている拡幅はね、この後期の５年間

で手をつけるのですか、全くやる気持ちはないのですか。そこだけ１点。 

大澤経済部長：当初、中心市街地活性化計画をつくる際に、本来であれば一方通行が始

まっている旧長崎屋のほうまでということで地元商店会等に御協力を仰いだのですが、現

在のとまっているところより西側のほうから賛同が得られずに現計画を策定し、実施した

ものでございますけれども、山本委員おっしゃるように、当市としましても、例えば一方

通行の解除とか拡幅とかということに関しては議論を重ねております。ただ、現在まで

は、警察署とか県民局のほうに口頭のみでの要請でございましたけれども、先月ですけれ

ども、まず警察のほうには一方通行の解除に関して文書で要請しております。回答も文書

でいただくことにしております。それを受けまして、その回答が来ましたら、今度は商工

会、地元商店会等と協議したいと思っております。ですので、何も動いてないということ

ではなくて、今度はきちんと文書対文書でいろいろ協議して、地元商店会の活性化に向け

たいろいろな対策を今度は文書を通じながらやっていきたい、地元商店会ともきちんとを

協議していきたいというふうに考えています。 

 以上です。 

山本委員：私が尋ねているのは、そんな一方通行の解除、そこから半分から対面交通にし

て、何が、お客さんが来るのですか、どうはじいてるの、そろばん。 

 やっぱりこの商店街全体の活性化を図るには、当初、この計画を立てるときのうたい文

句は何ですか。皆さん知らないのですか。県道十和田三沢線が狭いのですね。この拡幅を

図らないと、交通体制といいますか、車社会に合わない。当時は車が少なかった。だか

ら、県道を拡幅して、その際にこの街区はこういう個性を出そうじゃないかと、そういう

計画なのですよ。駅前は駅前なりに、駅を核としたものでやろうと、それが全体像じゃな

かったのですか。それが何か時間がかかってくると、ちまちました小さなほうでやむを得

ない。大きなプランがなくなってしまう。 

 今議論して私が尋ねているのは、そういう半分で終わるのですかということ。その警察

だの云々はわかった、半分からあっちはどうなのですか。内部で市長をはじめ検討会なる

ものを、検討しようだとか、そういう話があるのかどうかを伺いたい。 

大澤経済部長：残りの半分につきましては、県道でありますが、県のほうからは、拡幅は

する予定はないというふうに回答をいただいております。しかし、委員おっしゃるよう

に、ただ地元の意見もまとまっておりません。ですので、まず地元の商店会とか商工会と

かの意見を聞きながら、そういう方向になったとすれば、やはり市としても、一応県から

回答はいただいておりますが、そういう方向に向けていきたい。ただ、今現在が地元商店

会も商工会も、そういう方向にまとまっておりませんので、その辺をきちんと手続きを踏
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まえてから動きたいというのが現状でございます。 

山本委員：…積極性がない、やってあげる、そんな政策はやめなさい。やろうじゃない

か、これがないのですよ。一回でね、議論してだめよ、ずっと今も５年間で手をつける

…、何かわからない。あっちから来れば、あるいはまとまってからとか、あなたたち何を

するための役所の職員ですか。まちをよくする、奉仕するためでしょう。いばってやるの

ですか。今、こうやって議会でもおかしいのじゃないかとやっているのに、あなたたち

が、あっちから来ないからやらない、それがまちづくりなのですか。 

 どこで…人が来なくなった、どうしようか。子供じゃないですよ。喧々諤々、そこから

苦しみながら、やっぱり県道を拡幅しないと誘客を図れない。みんなわかっているでしょ

う、これは。なぜそれを一緒になって、時間もかけてもいいや、議論もしようとしていな

い。そこに問題が、課題があります。 

 それは、私は商工会としてもみんなでまとまれば、こういう役所だからやってあげるリ

ーダーだから、頭下げても一緒に議論したら。あるいはそとでもでもやっています。それ

があなたたちが、意欲の、僕らは来ないとやらないということでは、いつまでたってもこ

れは実現しませんよ。あなたたち、口では国際色豊かな国際文化都市、笑っちゃうよ。

もっと腹を据えて、このような問題をやらなければならないと捉えてください。答弁は要

りません。 

加澤委員：私のほうからは、簡単に２点だけ。 

 まず、中心市街地の活性化ということでやってきているのですけれども、現在各種イベ

ントとか事業とかをやられているのですけれども、どうしてもはた目から見ると、第三者

的視点から見ると、どうしてもアメリカ村、そこが拠点になってきて、そこに大分力が

入っている、そういう見方をせざるを得ないのですよ。その辺、やっぱり中心市街地とい

うのはそこだけでないので、やっぱり大町のほうに広場もありますし、現在はほとんど駐

車場、当然アメリカ広場も駐車場になっているのですよね。この辺をどう連携して、これ

から一体となってやっていく趣旨を、均等ですよね、公平感を持ってやっていくのか、そ

の考えをまず一つと。 

 それと、どうでしょうか、今も言ったのですけれども、ほとんど日中は駐車場、アメリ

カ広場のほうも誘客を図るためにどうしても必要だということだったのですけれども、広

場の意味を、イベントのときしかなしていないわけです。そうすると、例えば土曜日、日

曜日、祭日、子供たちが休みのときに広場に、スペースのところに遊びに行けないわけで

す。イベントをやっているときは開放されていますけれども、それ以外の多分日曜、祭日

的な部分も駐車場になっている。だから、そこのところは例えば夜間だとか平日、駐車場

になっているのはやむを得ないとしても、やはり広場として整備しているのだから、少な

くともせっかく人の出も出てきているわけですよね、若干ずつでも。やっぱりそこの部分

は今後変えていく考えはないのか。 

遠藤産業政策課長：まず一点目のアメリカ広場、アメリカ村エリアだけでなくて他の中心

市街地も力入れたらいいんでないかというふうなお話ですけれども、イベントについても

ビードルプラザのほうでも交互にまんぷく祭りやっておりまして８月はアメリカ広場でや

りますが９月１０月ビードルプラザで予定しております。どうしてもスカイプラザが第３
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セクターということもありまして、この運営が一時は厳しい状況でしたので、ひとり立す

るまでというふうなことで市からもお金を貸しているわけですけれども、その返済もあり

ます。今後、その前の状況からすこしずつよくなっているので、もう少しお時間いただい

て、スカイプラザがひとり立ちすれば、市からの力がなくてもいいのかなと。全体的に見

れば、商店街の活性化は波及させていかなければならないと思います。スカイプラザが商

店街の端にあるものですから、導線が厳しいのですが、一点だけではなくて線、面のイベ

ントといいますか、そんなことを考えてございます。 

 どうしてもスカイプラザ中心の、今現在やっていますけれども、今後、商店街と連携し

て今、ちなみに銀座商店街、雇用創造推進協議会で出席された方々がつくるうわさカフェ

というふうなものが店舗ができます。先ほど申し上げました販売戦略の支援の緊急雇用の

方はですね、大町の大きな交差点の端っこのところに一応店といいますか、販売支援の場

所を設けるというふうなことでございまして、アメリカ広場のみならず、まち全体であそ

この商店街を活性化させるべく今取り組みをしているところでございます。 

 それから、駐車場につきましてですけれども、アメリカ広場、どうしてもあそこは駐車

場が少ないというふうなことでございまして、スカイプラザが売り上げがまずまず伸びて

いるというのは、その臨時駐車場の効果というものも否定できないと思っております。広

場につきましては、防衛省の補助金をいただいて整備するものでございますので、防衛省

とお話しして、一部駐車場として何とかならないかというふうなことで許可をいだいてお

ります。 

 いずれにしても、スカイプラザ利用者には、幸町駐車場を使った場合に無料駐車券を配

るなどしておりますし、そういう風な駐車場不足を何とか解消したいなとは思っておりま

すが、現時点では駐車場がなければスカイプラザにも誘客できない、それから波及するあ

の地域の誘客も図れないというふうなことと理解しておりますので、土地がふんだんにあ

ればいいのですが、ある社会資源を活用しつつできることをやっていきたいと、こういう

ふうに考えております。 

 以上です。 

加澤委員：今の課長の答弁からいくと、まず私の言っているのは、ビードル広場の件では

なくて、一方通行全体の商店の活性化ということで質問したのです。そこの部分に関して

は、やはり今、せっかく空き店舗も埋まってきているわけですよね。それが埋まってきて

いるのに、どうしてもイベント的に見ると、どう見たってアメリカ広場中心になっている

わけです。せっかく店舗が埋まってきている中で、やっぱり一方通行全体のイベントと

か、それは交互にやるものもあります。でも、それだとどうしても本当に市民の人から見

たら、アメリカ広場に何でこれは力を入れているのだと、ほかにも商店街はあるだろう

と。せっかく埋まってきているのだったら、連携をとって、それのかじをとるのが行政で

あって、進んでいけないのかなということを言っているわけです。 

 それともう一つ、駐車場の件なのですけれども、確かに誘客を図るためには必要だと。

三沢市も出資してる。だから、経常を早く楽にしてやってあげて、返済になった時に、き

ちんと運営できるようにすると。それは事業者の問題ですよ。あそこの広場というのは、

もともと駐車場じゃないのですね。一部駐車場に国のほうにお願いしてやっているわけ
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で、どう見たって全体が駐車場です。一部じゃない、誰が見ても。だから、それは誘客の

ために、確かにアメリカ村、スカイプラザのために必要かもしれません。でも、一般の中

には、やはり子供たちを連れてあそこに遊びに来て、子供のおもちゃを見に行ったりと

か、広場があったからそこで遊ばせたりしたいとか、そういう市民の方もいるわけです。

その声を無視して、そこの利益だけに捉われるのであれば、私は政策として偏っていると

思う。 

 やはり無理に、それこそ広場として毎日使わせる云々でなくて、せめて幸町に駐車場が

あって無料券も発券しているわけですから、やはりイベントのときだけ開放するのではな

くて、やはり土日、土曜日がだめだったら日曜日だけどうにか、やっぱり広場としての活

用方法というのもやっぱり入れていくべきじゃないのか。確かに大変ですよ。スカイプラ

ザも客が駐車場のおかげで、この施策のおかげでなったのか、誘客がふえたのか、中でい

ろいろな店舗がふえて誘客がふえたのか。その因果関係ははっきりわかりませんけれど

も、でも、少なくてもそういう市民の方もいるということですね。何のための広場なの

か。スカイプラザのための広場なのか、市民のためなのか。その辺の考え方、きちんと使

い分けてやらないと、偏った政策になると思います。この２点についてもう一回…。 

遠藤産業政策課長：…２点目の方からなんですが、駐車場の問題についてはですね、どう

しても広場の性格からすると、委員おっしゃるとおり、広場としての役割を果たさなきゃ

いけない…。 

 ただ、スカイプラザそのものが大きな店舗というようなことになっていまして、あそこ

で遊ぶ人よりも中で、要するにあそこの中の施設を…に使っていただきたいという思いも

あります。 

 駐車場としては、幸町の駐車場があるのでそこを活用してくださいということですけど

も、どうしても店の前の駐車場を使いたいというようなことで、広場として使っていない

のでないかというようなことですので、その辺はちょっとこの問題はうちのほうとしても

すごく苦しいところではあります。何とか広場としての活用も図りながら駐車場といいま

すか、スカイプラザの誘客も損なうことなくとなると、非常にどうしても難しいというこ

とになろうかと思います。そこのところをあんばいよくといいますか、広場としては、イ

ベントとして使うときに利用して、ふだん何も利用しないときは駐車場として使うという

ふうなスタイルをとってございます。そういうようなことで 1 点目についてはお答えした

いと思います。 

 ２点目については、商店街全体でというふうなことで考えてございますが、全然やらな

いわけでなくて、それは商工会あるいは商店街、銀座、大町、中央町、大通という４商店

街がございます。その商店街の方々と協議しながら進めていくべきでございまして、今、

商店街のほうでもイベントを各商店街で計画したいというお話も出てきております。これ

は若い新たな団体がちょっと火つけ役になっておりますけれども、そういうようなのをま

ねてやってみたいと思います。 

 いずれにしても、商店街が協力していただかないとできないことでございますので、商

店街が自分たちが待ってイベントを市から預けてもらうのでなくて、商店街みずからが、

イベントをこんなことをやりたいのだというふうなことを出していただいて、そこを本人
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が、これについては商店街の人の個人個人がやりたいという思いを出せるような環境づく

りをしているところでございまして、いずれにしても商店街、商工会と協力しながら伝え

てまいりたいと思っております。 

加澤委員：残念ながら課長の御意見は、私の考えの返答にはなっていないと思います。 

 商店街の活性化の全体の部分は、とにかく行政がその中に入って、それぞれ考えがあっ

て、主張があって、また、商工会もあって、いろいろな問題があると思います。でも、そ

の中でやっぱり行政が中に入ってかすがいになったり、連携をとるパイプ役にならないと

いけないと思いますし、それはしっかりやってほしいと思う。 

 それと駐車場の件。くどいようですけれども、なぜ、例えば今現在、本当に駐車場です

よね、３６５日。極端な話、イベントがあるときは解除されていますけれども、でもあそ

こは広場です。私が言っているのは、全て開放してくれと言っているわけではない。例え

ば子供たちの休みの日とか、そういう日だけでも、何で日中解除できないのか、広場にで

きないのですかと。それをやってみる価値はあるのでないですか。それも誘客の一つにつ

ながる可能性もあるのではないですか。 

 広場にすることによって、子供たちが遊びに来る。そうすると、中で飲食もしたくな

る。おもちゃもあれば買いたくもなる。そのおもちゃを買って、広場で人と遊びたくな

る。それも私は施策の一つだと思うのです。なぜ商店の誘客だけに駐車場が絶対必要だ

と、それがなくなると売り上げがどっと落ちて大変だと。それはやってみなければわから

ない。逆にいい結果になるかもしれないですから。 

 私は、全ての曜日、全ての時間をと言っているわけではない。せめてやっぱりそういう

子供たちの、中心街にあれだけの広場はないのですよ。ポケットパークぽつぽつとあって

も、あれはだけのものはないのです。明るい環境で。中央公園に行けば、これはまた別な

のだけれども、でも、商店が附帯してある広場というのは、あそこしかないのです。 

 だから、そういう努力とかをする気持ちは、今の答弁だと全く感じられないのです。だ

から、そういうふうにもうちょっと考える余地はないですか。副市長、どうですか。 

米田副市長：駐車場の件、当初、広場として計画されたものですから、現状でいいように

は思ってございません。できれば、駐車場をほかに造成できれば造成して、広場としての

機能を持たせていきたいと考えております。 

 現状の幸町の駐車場等からも、あの距離でも市民の方々は遠いという苦情がたくさん届

いております。駐車場を施設のすぐ近く、業者の目線というと、委員さんがおっしゃって

いましたが、確かにそういう考えもございますが、市民の利用する方の声でもございま

す。極力近いところにとめたいと、そういう声も大事にしながら、本来は広場としてつ

くったものですから、ちょっとずつ改善しながら検討できることは検討したいと思いま

す。 

 以上です。 

加澤委員：副市長が前向きなお答えしましたけれども、ぜひとも、やはりいろいろなこと

をやって、広場としても駐車場としてもいろいろな形で使えるような幅を持った施策を

やってもらって、テストでこういうものをやってもらうとか、そういうのをぜひとも期待

しながら、返答は要りません。お願いで終わります。 
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澤口副委員長：この件でちょっとお伺いをしたいと思いますけれども、計画の中でミニス

ーパーと……。 

春日委員長：恐れ入ります。二件目に案件になっておりますので、お願いします。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

春日委員長：それでは、私から２点ほどお伺いしたいと思います。 

 こちらの出店舗募集についての内容なのですけれども、２４年度は空き店舗解消が５件

という実績になってございましたけれども、現在、空き店舗としてシャッターがおりてい

る件数と、また、例えば表向きシャッターがおりて空き店舗と認識されている場合でも、

出店として事業をスタートしたいという方がいらした場合に、空き店舗の所有者の方が全

て空き店舗として事業を展開するために提供しますよ、またもしくは、ちょっとそういう

ことは希望していないというような、そういうたてわけがあるかと思いまして、その辺は

担当課としてはどのように聞いているのか、参考にお聞きしたいと思います。 

遠藤産業政策課長：空き店舗の状況でございます。 

 大町商店街が空き店舗１１戸ございます。営業しているのが２２店舗、銀座が１２店舗

空き店舗がございます。大通がなくて、中央商店街が空き店舗３戸、この３戸といって

も、ちょっと部屋によっては２階にもあったり、３戸といっても４室、５室あったりしま

すけれども、計２９店舗が空き店舗というふうな状況になっております。 

 ２点目の空き店舗を借りて入りたい人がいるかということから、どうしたらいいのかと

いうふうなことだと思うのですけれども、一応空き店舗があるからといって貸してくれと

言ったら貸してくれるかというと、そうでもないという状況にございます。実は空き店舗

はいっぱいあるのですけれども、話の中で、空き店舗で、ここでやりたいのだけれども、

貸してくれますかという話をすると、いや、うちは貸さないのだというふうな店舗がかな

りあります。それはちょっと、うちのほうとしても問題視しておりまして、貸してくれる

ところには入れると思うのですけれども、貸してくれないというケースも間々見受けられ

るという状況でございます。理由としては、ちょっと店舗が古過ぎて貸せないだとか、水

道施設が壊れているだとか、あるいは周り近所とのバランスがとれないというふうな話も

ございました。それから、その他は改修にお金かかるだとか、様々費用面とか、舗装面と

か、周りの環境面だとか、さまざまな問題とか、あるいは貸したくないと、はじめから貸

したくないという店舗もあります。そういうような事情で空き店舗は減らないという、空

き店舗の一定の補助金を使って新規創業のイベントに、セミナーに出て空き店舗に出店し

たいという思いがある人がいたとしても、思うところに出れないというふうなこともござ

います。 

 ですので、その辺は、うちのほうとしても何とか対策をとりたいなと今悩んでいるとこ

ろでございます。 

春日委員長：すいません。関連してもう一つ。 

 先日、私の知り合いが、もし可能であればという、こう希望があって、一件だけ、担当

課で一覧表を、不動産屋とか、これに携わる業者の御紹介がありまして、1 だけ市役所の

近くの不動産屋に行ってみましたけれども、担保としまして、どちらの空き店舗が貸して
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いただけるかということを、どういう方法でそこを見出すことができるかということを思

いながら実は行ってみましたら、担当者がいないので残念でしたけれども、それでできな

かったわけですけれども、自分でシャッターに張り紙をしているので、空き店舗をお貸し

しますよというようなことを張っているので、通りを通ってみればいいのですよというこ

とでしたけれども、実際にそこを通ってみましたけれども、張り紙を見つけることはでき

なかったのですけれども、そこの創業をスタートする方が不動産屋さんで空き店舗を探す

ということになるのか、ちょっとそこをお聞きしたいと思います。 

遠藤産業政策課長：拡幅した部分については、結構空き店舗の張り紙がしてあります。た

だ、アーケードのほうについては空き店舗の表示がされていないような形になっていま

す。拡幅したところについては、空き店舗は結構ぽつぽつと張ってありますけれども。 

 それで、不動産屋さん、一般に空き店舗を借りたいというふうなことで不動産屋さんに

行くのが普通の筋だと思うのですけれども、なかなかそれでは行かないのが、この商店街

のシャッターの通りの空き店舗の入居に対する動きであるというふうに聞いております。

不動産屋さんに聞いても、ないよと言われるというふうなのが、三沢だけでなくて、   

この前弘前に行ってもですね、不動産屋を当たってもだめだよと、空き店舗の所有者に直

接行かないと、直接行って交渉しないと、というふうなことでございまして、三沢も同じ

だと思います。 

 空き店舗があって、その所有者に直接当たっていかなければ、不動産屋としてはなかな

か紹介してくれないというふうな実情があるそうです。 

春日委員長：ありがとうございました。 

 それでは、ほかにないようですので、案件を次に移ります。 

 調査事項の２件目、旧三沢病院跡地の利用に関する現状と今後について調査してまいり

ます。 

 それでは、執行部の説明を願います。 

遠藤産業政策課長：それでは、旧三沢市立病院跡地に関して御説明いたします。 

 図面のついた資料をごらんいただきたいと思います。資料２－①をごらんいただきたい

と思います。 

 これは現時点の計画の図面となっております。現時点で完成して事業をスタートしてお

りますのが、真ん中の下のほうの建物の部分の赤い線でマルしたところです。マルをした

ところが小規模多機能施設、住宅型有料老人ホーム、ここの部分だけが完成しておりま

す。 

 次ページをお開きいただきたいのですけれども、内容ですけれども、工事完成部分は小

規模多機能施設と有料老人ホーム、食堂というふうなことになってございます。 

 小規模多機能居宅介護施設は１階部分、定員２５名というふうなことでございます。そ

れから、住宅型有料老人ホームは２階と３階部分に定員３０名となってございます。食堂

は地下１階に入っております。これは５月２０日にオープンということでございます。 

 それから、これからの計画ですけれども、２期工事、今、進められる部分なのですが、

サービスつき高齢者住宅、先ほどの図面の赤丸の中の広がった部分、両サイドの黒枠の部

分、ここの部分が２期工事となっておりますけれども、サービスつき高齢者住宅は地下１
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階、地上２階、住戸５０戸、そしてことしの１２月ころの完成予定というふうなことに

なっております。 

 それから次に、ミニスーパーでございますけれども、この図面はちょっと見づらくなっ

ておりますけれども、今の予定では旧森久さん側ですね、今は塾になっておりますけれど

も、森久さん側の隣にミニスーパー、大きな建物の駐車場の面積とかそういうような問題

があることから、ミニスーパーみたいなものを現在考えているというふうなことで、現在

のところ、２７年４月の出店予定というふうに聞いています。 

 それから、既存の建物利用というふうなことで、もとの…センターが残っておりますけ

れども、ここに福祉関連のものと今のクリニックをここで開業すると。あくまでも現時点

のもので、時期はまだ未定というふうなことになっております。 

 それから、交流広場ですが、これは２５年９月までに整備、これは図面で見ると、真ん

中の緑色の広場の部分と駐車場の部分でございますが、これは暮らし・にぎわい再生事業

というものを活用して整備する。２５年９月までに整備するというふうなことでございま

す。 

 あくまでも現時点の整備計画でございますので、今後、内容が少し変わるかもしれませ

んが、いずれにいたしましても、今年度中には広場と高齢者住宅の部分が完成するという

ふうなことで、そこまでは今年度中にいけるのかなというふうに思っております。 

 それが今のところの現状と今後の予定というふうなことで申し上げたいと思います。 

春日委員長：ありがとうございました。 

 ただいま御説明をいただきましたが、御意見・御質問等はございませんか。 

澤口副委員長：今、説明いただいた、ミニスーパー、そしてクリニック、これは当初計画

ではどういうふうになっておりましたか。 

遠藤産業政策課長：当初計画では、もっと大きなスーパーの予定でございました。（発言

する者あり） 

 時期は５年以内に全施設がスタートできればいいということでございます。一応事業開

始から５年以内に提案された高齢者住宅だとか、福祉関係の施設だとか、一応そのときは

スーパーとかクリニックができればというふうなことで提案されておりまして、５年以内

に開始をすることが条件というふうなことでございます。 

 以上です。 

澤口副委員長：ちょっと私も以前に説明を受けたかと思うのですが、その５年以内という

出発年次は何年度からですか。 

遠藤産業政策課長：賃貸契約を開始してからですから、２５年４月１日でございます。今

年から賃貸契約を結びます。 

澤口副委員長：ということは、２５年４月１日から向こう５年以内にスーパーとクリニッ

クをつくればいいという理解をしていいですね。 

遠藤産業政策課長：賃貸契約から５年以内というようなことでありますので、そのとおり

でございます。 

加澤委員：ちょっと澤口委員との関連になってしまうのですけれども、この図面なのです

けれども、また変わりましたか。緑地のところに何かミニスーパーがありませんでした
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か。最初のときは、大型スーパーの図面で、当時指摘しましたけれども、図面変更が議会

のほうに説明を経ないままに変更になっていて、今の緑地のところに、私の頭の中にはス

ーパーが来るという形で図面があるのですけれども、これはまた変更になったということ

ですか。 

遠藤産業政策課長：この図面配置はですね、少しずつ毎回変わっているというふうなこと

がありますけれども、ことし整備する小規模多機能と高齢者住宅と公園施設については、

確定だと思います。それまではちょこちょこ配置、その内容といたしましては、傾斜の問

題だとか車の出し入れの問題だとか、さまざま事業主体の運営、青仁会が主ですけどここ

ろすこやか財団だとか昭壽会というふうな構成で運営されているものですから、少しずつ

……。（発言する者あり） 

 内容は若干変わっているところがあります。ただ、内容といたしましては、形は配置と

かは変わっているかもしれませんけれども、要するにその機能といいますか、何を建てる

かというものについては変わってございません。 

加澤委員：変わっているかもしれませんではなくて、緑地のところが、この図面が出る前

は緑地のところにスーパーだったのではないですかと聞いている。それが変わって、こっ

ちに移りましたかと聞いている。そこの部分です。 

遠藤産業政策課長：私たちも何回も図面を見ているのですけれども、その都度、イメージ

図が変わっていますので、これも実際のところは確定ではないといいますか、確定しても

多分、高齢者住宅と小規模多機能と公園と駐車場のところだと思います。微妙に配置が変

わるだとかというのはあろうかと思います。そこら辺については、パースですので、その

イメージ図ですので、当然、図面の構造とかというふうなのは、実際にやっていく際には

変わっていくものだと思います。 

加澤委員：イメージ図だから変わっていくのはいいのだけれども、たびたび見せられるの

ではないですか。これの前は、緑地のところにミニスーパーだと思っているのですよ。

私、資料の中で見たのは。だから、それが変わったか変わってないか。だから、そこのと

ころを行政はきちっと把握していないとおかしいのではないですか。前の図面はここにス

ーパーがあったのだけれども、イメージ変更でこちらに移りましたよと、そういう答弁が

あればそれでいいわけです。かもしれませんとかではなくて、そういうふうにちゃんと理

解しないとおかしいでしょう。 

遠藤産業政策課長：私の中では、スーパーとかとの場所は変わっていないと思っておりま

した。おりましたが、私の中ではスーパーはこの位置、何回も設計業者さんとか実際の施

工業者とかと話をしているのですけれども、たびたびこの図面の位置が変わるので、あっ

ち行ったりこっち行ったりすわけなのですけれども、それは前の図面を御提示したときの

図面のイメージがどういうふうなものだったか、ちょっと私も認識していないのですけれ

ども、私の中ではこういうふうな配置だなとは思っておりましたので、変わっていないと

いうふうな認識でしたが、何か前の図面と変わっているようですが、大変失礼いたしまし

た。 

加澤委員：そこはしっかりしてください。私たちも資料を見せられて委員会に出てきてい

るわけです。やっぱり変わってきていると、どうして変わっているのかと質問しなければ
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いけないと思うのです。それが今みたいな答弁だと、課長、ちゃんとしっかりしてもらわ

んと頼みますよ。 

 多分、これはミニスーパーがこっちに移って変更になっているのですけれども、多分何

か大きさ的にコンビニだなという感じで見ていましたけれども、それはそういう中身的な

ものは明示されていないわけですか。それが一つ。 

 それと、現在、建物ができ上がっていて、人数１０世帯ぐらい入るのかな、ここは５０

世帯となっているのですけれども、今建てた建物の中の入居率というのは今大体どのぐら

いになっているのか。この２点。 

遠藤産業政策課長：ミニスーパーのほうは、まだ出店予定が２７年４月というふうなこと

で予定していますけれども、この辺は確実だろうというふうな話では伺っておりますが、

その規模とか内容については、まだ具体には聞いておりません。 

 それから、小規模多機能と今建った部分についての入居率ですが、５月２０日にスター

トしたばかりでございますので、一応３０人定員というふうなことなのですが、何かまだ

今も３人しか入っていないとふうに聞いております。 

 以上です。 

加澤委員：では、あと１点その、確認なのですけれども。例えば今、３人しか入っていな

いと。２期工事がことしじゅうに終わるということなのですけれども、これは入居率に関

係なくどんどん建物は建てていくってことで、年内もあと半年しかないのですけれども、

間違いなく施工になるのですか。 

遠藤産業政策課長：先ほど、５年以内と申し上げた。私のところの耳に入っているのは、

こういうふうな計画で聞いておりますので、ことしじゅうに建つというふうに事業者のほ

うからは伺っておりますので、入居率は今のところは少ないのですが、今後、全体的にス

ーパーだとかクリニックだとかというものが整備されていくことにより、それで入居率が

高まるというふうに事業者の方は考えているというふうに考えております。 

加澤委員：要望します。…は本当に中心商店街の活性化のことでも非常に大事なウェイト

を占めますので、そこの部分はきちっと行政も把握して、実際、その入居率、今後の工事

計画、それを事業者にもやったから云々じゃなくて、きちっと把握するように要望しま

す。 

山本委員：加澤委員の関連になるのだけれども問題は病院跡地利用計画について市がどの

ぐらい関与できる権限があるから関与しているのか。まず、ここはどうなっているのです

か。業者に貸しているのだから、これが建つというあらましは聞いているのだけれども、

細かなことについて関与できるのですか。この辺、何に関与しているのかちょっと伺いた

い。 

遠藤産業政策課長：病院跡地の件に関しては、病院が移転する前から病院跡地利用の委員

会ができて、事業者にしてもその病院跡地利用検討委員会の内容に沿った形で事業を進め

てます。市から１,０００万円弱の年間の賃料をもらって事業者が計画に基づいてやると

いうふうなことでございまして、当初より病院跡地を中心市街地の活性化に役立てていき

たいという思いから、それに沿った計画であろうというふうなことで計画したものでござ

いますが、あくまでも事業者が事業者のお金で運営していくと、経営していくというふう
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なことですので、本来は事業者にただ土地を貸すだけなのでしょうけれども、ただ、それ

では中心市街地の活性化につながらないと思いますので、そうすれば例えば公園整備につ

いては暮らし・にぎわい事業を使って、国の補助金をもらって、市も補助金を入れまし

て、…出し合って、あそこの広場でまたにぎわいとしての事業を行いたいというふうな思

いでございます。それで、そのようなものについては事業者とともにあそこの場所を福祉

を拠点とした、福祉を題材としたにぎわい拠点というふうなことで、事業者と相談しなが

ら関与していきたいというふうに思っています。 

 ですので、あくまでも事業者が運営するものでございますけれども、市としてもにぎわ

いにつなげていきたいという思いがありますので、その辺については協力しながらやって

いきたいというふうな思いでございます。 

山本委員：そこのところをはっきりして、この公園の部分は前はなかったのですよね。新

たに出て、事業者と打ち合わせましたよと。それで市もここの部分は公園ですか広場です

か、補助金なりを出すのだろうと思うけれども、その辺はきちんと。では、貸料について

は、これは減らされるのか、補助金を出して、ここへこういうのをつくってくださいとい

うのを市が考えて、補助もしましょうと。土地代を取って補助をして、だけど、向こうで

全部公園も管理するということなのかどうか、そこをはっきりしてください。 

遠藤産業政策課長：一応公園の整備については、国３分の１、国土交通省３分の１、市３

分の１、事業者３分の１で整備するものでございます。管理については、事業者が管理を

するというふうなことでございます。 

山本委員：貸料は影響ないのかということですよ。 

遠藤産業政策課長：地代は、そのまま全体を使用料として……。 

馬場委員：金のほうをちょっと聞きます。前にやったのは、駐車場を貸しましたね、今の 

予算とって、新しく、何千万かかけてね。今のやつは１,０００万円だったですか。今、

山本さんが言ったとおりに、土地のは１,０００万円。賃貸に。まず、一つ金額と。それ

から、今の、今年予算とったろう、駐車場の…でがたがたを直すために。何千万だか多

かったよな。それをやって安く貸したら、まるで赤字になると思って、それをちょっと何

ぼだか教えてください。 

遠藤産業政策課長：土地代については、１,０００万円をちょっと欠けるふうに、９５０

万円ぐらいだというふうに思っています。それは３年に一遍変わりますので、なんですけ

れども、９５０万円程度だったかと。（発言する者あり） 

 今の立体駐車場については、予算をとったのは１,８６７万円というふうなことでござ

います。それで、駐車場がちょっと古くなっておりますので、修繕をして直すというふう

なことでございます。バーとか…とか、腐食部分の修理とか、そういうのを直しすと伺っ

ております。 

 そこの使用料については、まだ積算しておりませんが、約２８０万円の賃料をいただく

というふうなことになっております。（発言する者あり）約２８０万円の賃料です。 

澤口副委員長：課長、病院跡地の地代は、先ほどの答弁で年間１,０００万円と言いまし

たよね。しっかりした数字を教えてください。 

遠藤産業政策課長：今ちょっと細かい数字は……。９５０万円程度だったと思っておりま
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すけれども。（発言する者あり） 

澤口副委員長：数字については、いい加減なことをこういう公の場で言ってはだめだと

思っているのです。 

春日委員長：後ほどお願いいたします。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

春日委員長：ないようですので、案件を次に移ります。 

 調査事項の３点目、観光の振興について調査してまいります。 

 調査事項の１点目同様、観光の振興についても本年４月からスタートした三沢市総合振

興計画後期基本計画をもとに、当市の将来像の実現に向けて、これからさまざまな施策を

展開していくものと思いますが、その内容について執行部から説明をいただきまして、各

委員からの御意見・御質問等を伺ってまいりたいと思います。 

 それでは、執行部の説明を願います。 

山本経済部参事兼観光物産課長：三沢市の観光振興につきましては、総合振興計画の中で

主に三沢市は魅力的な観光素材がたくさんあるのですが、それがまだ活かしきれていな

い。その素材を活用し、新たな観光商品を創出していくということが、まず大きな柱で

す。それと連携した形で観光客の受け入れ体制、そしてＰＲの推進を図っていく。これら

を進めていくことが総合振興計画の中の大きな三つの柱ということになっております。 

 その中で、資料１ページ目なのですけれども、観光振興の推進ということでは、２５年

度はこれに基づいて、今年度は全国的に寺山修司が没後３０年ということで、全国でいろ

いろなイベントが実施されております。これによります三沢市のイベントも含め、５月４

日に、寺山修司が亡くなったその翌日には、全国紙、それから青森県関係、ほぼ全紙が大

々的に寺山修司没後３０年を取り上げてＰＲしております。それらも含めまして、三沢市

のほうでもこのような寺山修司のイベントを一年間通して実施するということにしており

ます。 

 また、ＮＨＫの八重の桜関連事業、これらも同じように全国で取り上げられているこ

と。同時に三沢市の斗南藩記念観光村につきましては、斗南藩というのが全国的にやはり

まだ認知度が低い。会津そのものも、新政府に明治維新でいろいろな功績等を払拭され、

余り取り上げられることがなかった。今、全国に取り上げられる中で、今こそ斗南藩とい

うものを全国にＰＲし、そして全国における観光地としての地位を確立していきたいとい

うふうに考えておりまして、三沢市のこの二つを大きな柱にしながらことしの観光イベン

トを実施していく、企画を実施していくということにしております。 

 まず最初の寺山修司没後３０年ということにつきましては、三沢まつりで寺山修司をテ

ーマにした山車の製作というものが行われるということで、これに対するテラヤマ・ワー

ルドに、こちらに来て製作したりいろいろ調整する交通費について補助をやるという形を

とっております。テラヤマ・ワールドにつきましては、この祭りに向けて東京からツアー

も組むということで、今、それを進めています。 

 また、没後３０周年記念公演というのがいろいろ行われている中、渋谷パルコではテラ

ヤマ・ワールドが実際に主催して、１４日間公演が行われました。それに市長も行き、
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トップセールスという形でＰＲを図っております。 

 また、古牧温泉青森屋におきましては、寺山修司特別展が５月６日から正式にオープン

しまして、これが毎日、古牧温泉に来た方々に見ていただきながら寺山修司記念館への誘

導を図っていくということでございます。 

 また、４番目としては、寺山修司演劇祭というのが９月２２日に実施されることになっ

ております。東京のほうからも寺山に造詣の深い団体が来て、青森の地方団体も合流とい

う形で、この日は古牧温泉青森屋で実施する形になるのですが、……県内、県外などいろ

いろな方々を呼んで、演劇祭を盛り上げたいという形を考えてございます。 

 そのほかに毎年実施しております記念館フェスティバル、そして先ほど言ったイベント

ツアーなども計画しているのですが、昨年は寺山修司ゆかりの地の看板を整備し、また、

寺山食堂をオープンするなど、市内全体で寺山を感じられるまちづくりというものを、今

年度の３０周年記念事業をまたさらに何といいますか、ステップアップを図る機会にして

いきたいというふうに考えてございます。 

 ２番目の八重の桜関連事業でございますが、これにつきましてはここに５点挙げており

ます。 

 桜植樹祭、４月１３日に実施しました。 

 そして三沢まつりのオープニングイベントというものを、これも八重の桜関連事業とい

う形でやらせていただきました。 

 それから、きょうから１週間ですが、ＮＨＫの八重の桜全国巡回展というのが先人記念

館で実施されます。 

 また、８月１日からは県の市町村展示事業補助金という特別枠をいただき、そして特別

企画展を実施することになります。これが約２カ月間でございます。 

 ５番目として、八重の桜の作家であり、「ゲゲゲの女房」の脚本を手がけた山本むつみ

さんにきていただいて、９月後半以降、まだ９月になるか１０月になるのか、その辺で日

程調整を図りながら講演をしていただこうという方向で交渉をしているところでございま

す。 

 そのほかに、観光素材の創出ということでは、⑶番と⑷番、⑶番目は小川原湖景観ＰＲ

事業ということで、今年度は主に柱として三つ掲げてございます。 

 一つは、小川原湖の夕日のコンテストをやり、そしてそれに対するいろいろな方々から

の意見をいただき、人気投票をやりながら市民にとって小川原湖の夕日がいかにすばらし

いものかという共通認識を持つような施策を講じていく。そして、そういう意見が醸成さ

れる中で看板を設置し、そこの場所を観光地としての求心力のある場所にしていくという

こと。また、それを弾みをつけるために、バス等で送り迎えをしながら、夕日グルメ満喫

事業というものも実施する予定でございます。これは夕日を見ながらバーベキューを食べ

る、そして夕日を味わう、そういうものを計画しております。 

 ４番目としては、アメリカンな三沢の推進。昨年もアメリカンバーツアーチケットなど

という形で、アメリカンな三沢というものの印象を強くしていく事業を進めております

が、同時にいろいろな観光ＰＲの機会に、アメリカンデー、ハロウィン、これらのイベン

トも含めて、三沢は非常にアメリカンの素材が多く、そして日米の交流も非常に盛んで良
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好なのだと、ですから観光客にとっても非常に安心して交流が図れる場所なのだというこ

とをＰＲするような形で、じゃらん８月号といいますか、７月１日に発売されたのです

が、その８月号でも大きく取り上げていただいておりますし、また、今後、県内の…等で

も広告に掲載していただくなど、大きくＰＲを図っていきたいと思っております。 

 また、これらを実施する上で、やはり非常に全国的に売り出していくためには、切り口

というのが非常に大事になってまいります。今、三沢市出身で、例えば日本テレビの２４

時間テレビのＴシャツをプロデュースしてみたり、いろいろなＣＭに乗ったり、ＡＫＢ４

８のＣＤのジャケットをつくったりと、デザインしたりということで活躍している森本千

絵さんという方がいらっしゃいます。その方に三沢のプロデュースをお願いするというこ

とで、今、話を進めているところでございます。これらを生かした形で素材の創出を、大

きな点ではことしこの４点を進めていきたいというふうに考えております。 

 また、受け入れ体制ということに関しましては、まず一つ、⑸の２番目にあります観光

案内所の継続実施、これは昨年８月から始めたのですが、今年度も１年間、通年でやる中

で、観光客が来た場合にいろいろな情報発信、情報提供する場所として、安定した形で開

設を考えてございます。 

 また、受け入れ体制ということでは、やはり２次交通というのが欠かせない部分でござ

います。これは７月６日からですけれども、９月までは観光の公共施設が休みの日が主に

月曜日ですけれども、その月曜日を除いては毎日４往復やっていくという形を、提供する

グループのほうにお願いして進めております。先週の土曜日から始まりました。１０月以

降は、土日祝日が運行日となりますが、これも年間を通じてこういう形でやっていきます

よというのをしっかりとＰＲする中で、利用していただく形を考えてございます。 

 また、レンタル自転車、これも昨年、６台ですけれども、スカイプラザに準備いたしま

した。これもできれば駅を含めた形で、今後、充実を図っていきたい。今、関係機関と置

く場所とかそういうのも含めて検討を進めているところでございます。 

 観光タクシーも、おととし、青い森鉄道と、それから観光タクシーとの間で４コース設

置して、定額で安心して乗っていけるという体制になりましたが、これもさらに充実を図

るように働きかけていきたいというふうに考えております。今は駅からというのが基本に

なっているのですが、さらに空港からとか市街地からというものも、ちょっと拡大を働き

かけていきたいというふうに考えてございます。これは今後の検討として続けてまいりま

す。 

 あと、おもてなし講座、それから観光ボランティアの推進というところでは、昨年から

雇用創造推進協議会の事業を承継した形で観光事業者支援セミナーを実施いたしました。

これをさらに充実させていくような形を考えたいと考えております。 

 また、２番目、ボランティア対策といたしましては、寺山修司記念館につきましては、

イベントの時期に高校生を中心にボランティアの方々がふえております。これらをもとに

寺山に対する理解も深めながらボランティアとして活躍する方々をふやしていきたいとい

うふうに考えております。 

 斗南藩記念観光村のボランティアにつきましては、８月１日の特別展、これに関して実

施される期間に、今のところ５人の方々にボランティアになっていただいて、来た方々の
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受け入れ、また、説明等をしていただくということで、今はその勉強も含めてやっていた

だいております。 

 これらで、おもてなし体制といいますか、受け入れ体制づくりというのを整えるという

考えでございます。 

 その次に、⑸番の１ですが、これまで５回ほどつくってまいりました「来てみさわ」、

これにつきましても、非常にいろいろな情報が載っているということで、市民にまず再認

識していただいて、三沢のいろいろな魅力を、同時に観光客に向けて出していくというこ

となのですが、これをまたさらに充実させていくということも進めていきたいというふう

に考えてございます。 

 それと⑻番なのですが、今年度は三沢と伊丹便が再開となりました。これを安定した形

で利用していただくため、５月３１日に関西圏の観光エージェントに対するセミナーとい

うことで、県と、それから三沢市では副市長がプレゼンをやりながら、同時にその場で三

沢市の食材もメニューに、そのメニューの主なものにしていただいております。三沢市の

特産食材を使ったきょうはメニューですということで、交流会を実施させていただきまし

た。そのような形で関西圏の観光エージェントにＰＲを図る中、その方々からいろいろＰ

Ｒしていただいて、観光客を三沢市に呼んでいただくという施策を講じております。 

 また、２番目として、札幌丘珠便開設に伴う観光誘致活動といたしましては、６月１６

日に丘珠空港が実施する物産展に、三沢市も八戸観光コンベンション協会と一緒にＰＲを

させていただきました。今後は、９月に、はこだてグルメサーカスというグルメイベント

があるのですが、そこにも三沢の飲食店から出店していただいて、ポスターにも載せてい

ただくことになっていますので、全道にＰＲする。昨年で２６万人来た大イベントだとい

うことです。大々的なイベントです。それに出店する中でＰＲを図るという形を考えてご

ざいます。 

 ３番目として、首都圏の観光エージェントへの観光客誘致活動、これにつきましても先

ほど言った関西圏で行ったように、観光セミナーというのを、７月１２日、今週ですけれ

ども、実施することになっています。これは１２０人ぐらい観光エージェントが集まる。

ここの場所でそれぞれの観光エージェントに直接三沢市の魅力をＰＲすることで、観光客

を誘致を図るということを実施することにしております。 

 観光推進ということでは、今の⑴から⑻番を柱にしながら推進を図っていきたいという

ふうに考えてございます。 

 また、その観光に不可欠なものが、やっぱり物産品でございます。お土産品。来たとき

にお土産品がなければ、またはご当地グルメがなければ、やはり充実感がないということ

で、リピーターも呼べないということで、その地産販売推進ということでの施策といたし

ましては、１から７までの施策を一覧にしております。 

 まず、ことし新規で特産品開発促進補助というのを設けさせていただきました。予算額

５００万円。ハードの整備につきましては上限２００万円まで、ソフトの事業につきまし

ては上限１００万円まで、８割補助という形でやらせていただいております。先般、６月

２９日に締め切りがございまして、現在のところ５件、６事業が今申し込みという形に

なっております。 
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 そして、２番目としては、観光物産推進事業ということで、先ほども観光の推進の中で

もお話し申し上げましたが、市長のトップセールス、それから青森県の観光セミナー、そ

れから丘珠便の物産展参加、それからこれから行われます９月２１日から２３日まで、青

森都市大祭展、これは昨年、８万５,０００人観光客が来たということで、ここの場所で

三沢のエアフォースバーガー、そしてパイカ、そしてチーズロールと、これらが非常に好

評で、実は一番最初に売り切れたのはエアフォースバーガーでございます。いろいろなせ

んべい汁とかつゆやきそばとか青森県のいろいろなものが出展される中、一番列をつくっ

て最初に売れたのがエアフォースバーガーでございます。チーズロールもかなり売上げ、

全体で全部で９０万円ぐらいの売れ筋を三沢市の３つで、上げております。 

 それ以外には、青森人の祭典、これが昨年から東京都の中野の駅前で実施されることに

なって、昨年から実施されております。ねぶたも含めて……するということで、非常に多

くの方々が来るようなイベントで、昨年から毎年定着させてやっていこうという青森県全

体での話になっております。これに我がほうでも…等で力を入れて進めていくということ

で、今年度はこれに綿密な計画を組んで進めていく予定でございます。 

 もう一つ、６番目としては、青森県物産市ということで、これは関西圏では青森県が単

独でやる物産市というのは今回がはじめてだということで、高槻市の駅前にある百貨店で

１月２２日から２８日までの約１週間、これをやるということになっており、三沢市とし

てもこれに出店する予定にしております。 

 ⑶としては、地産地消フェア、ことし５年目になりますが、昨年、新たな試みとして中

心市街地に、その前の年まではアメリカ広場だけのイベントになっておりました。これを

石岡スポーツの横の部分とアメリカ広場をつなぐ形で、そして同時に、高校生にチャレン

ジショップという形で、自分たちが考えている商品を出していただき、そして商店街にも

農産物等を売ったり、またはスタンプラリーをやる形で連動を図った商店街全体で進めて

いくイベントにということで、去年は実施しております。ことしは、それをさらに進め

て、ハロウィンフェスタと２日間、ハロウィンフェスタを土曜日にやって、日曜日は産直

をやる、そして夜も産直フェア、ハロウィンフェスタの中で夜も楽しめるようなイベント

をつくりながら、宿泊で２日間で楽しんでいただけるイベントにするということで、今、

商工会と話を進めております。 

 あと、４番目、５番目につきましては、特産品を開発するための取り組みでございま

す。 

 農産物加工施設が完成し、それを利活用しながら、先ほど一番先に説明した特産品開発 

促進補助金を活用した形で商品開発を進めていくためのいろいろな施策を構築する。団体

にいろいろ協力していただいて進めていくようにしてございます。 

 ６番目としては、これがことしの４月１５日から始めたものなのですが、地産地消推進

の店ということで、三沢にはゴボウ、ニンニク、ナガイモ、そしてスルメイカ、ホッキ、

やまざきポークと、これらのすぐれた食材がございますよということで、これを協力して

いただける店にメニューに全部挟んでもらって、メニューの２０のお品書きを      

ということで、これを見ていただくと、三沢のゴボウはこんなにすぐれているのだなとい

うようなのがわかるようなことなのですけれども、地産地消推進の店というステッカーを
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張っていただきながらこれをやっていくということで、今、２０店の協力店がございま

す。今後、どんどんふやしていきたいと思っておりますが、そういう店は基本的にその食

材を使っていなければだめと、３つ以上使っていなければいけないということでやってい

ただいた結果、今、一つ副産物として、自分のところでやっている、今までは何気なく

やっていたのですが、ちょっとゴボウが弱いなというところはゴボウのメニューをふやし

たり、それからやまざきポークも今回取り入れようということで、取り入れる店がふえて

まいりました。そういうふうにこれを進めることによってメニューがふえてきたし、ま

た、それぞれの店でも、今まで出していた店でも、その商品がふえるような形でメニュー

をふやしているというところでございます。現在２０店舗ということです。 

 それで、７番目としては、ご当地グルメとしてこれまで整備してきたほっき丼、パイカ

料理、チーズロール、エアフォースバーガー、寺山食堂、そして先ほど説明した特産食材

料理を提供する地産地消推進の店、これら六つ以外にもありますが、これらをうまく複合

的に生かしながら、今回はこれを食べたけれどもこれを食べれなかったと、また来ようと

いう形でリピーターをふやすような施策を講じていくということで、この地産販売推進施

策のほうを進めてみたいというふうに考えております。 

 そして、これらを進めていく中で、今どういう数値状況なのかということで、３ページ

目になります。こちらに２３年度の総合振興計画現状値と総合振興計画目標値というよう

なことであります。上のほうは観光施設等の観光地点での入り込み数です。そして下はイ

ベント等への入り込み数でございます。 

 観光施設等の入り込み数といたしましては、現状値としての２３年度は７５万６,８１

１人という現状値でございました。これが２８年度には１１０万人という計画なのです

が、現在２４年度は、これは県の基準に基づいた地点を載せているものです。これ以外に

も本来は観光客が来るところがあるのですが、おおむね１万人以上の見込みがある施設及

びイベントということになっております。それで、これに新たにスカイプラザミサワが加

わりました。これによって大幅にふえて、先ほど言った２８年度に１１０万人という目標

値が、スカイプラザだけでも２６万８,０００人以上の入り込み数があるものですから、

これを合計すると１１１万５,０００人で、既に上回っているのですが、これはたまたま

施設を一つふやしただけというか、ふやしたからこういう形になっているということで、

これを除いた場合はどうなのかということで出ているのがここの数字、合計でスカイプラ

ザを除く２４年度の数値としては８８万２,４５０人と。２３年度から見ると１１６.６

％という数値になっております。これから１１１万人まで伸びていくためには、伸び率と

してどのぐらいかというと３６.６％ふえている。今後、あと６３.４％ふやすことで１

１０万人の目標を達成する。それ以上になるようにいろいろな施策を講じながら進めてい

きたいというふうに考えております。 

 また、イベントのほうにつきましては、２３年度と２４年度はほぼ同率の１００.２％

となっております。これは天候にもイベントの場合は左右されるということと、それから

アメリカンデーなんかのように今年度はかなりふえている。ふえているのですが、公式発

表が同じ数字を出しているという部分もありますので、今後５年間の中で、ある程度ふえ

ているようであれば、それをしっかり主催者側に発表していただくみたいな形で進めてい
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きたいと思います。 

 以上、私のほうからの説明を終わります。 

春日委員長：ありがとうございました。 

 ただいま御説明をいただきましたが、委員の皆さんから御意見・御質問はございません

か。 

山本委員：今までも各観光ですか、取り組んできたけれども、今年度はきっちり目標数値

も示しながら努力すると、大いにやっていただきたいと思います。 

 今、観光振興について、そのことについて伺ったわけですが、観光やレジャーはその指

向というのですか、国民の側から見れば、長期的に見ても、若干の起伏はあっても、これ

を振興していくものだろうと私は思っております。したがって、観光資源の多くあるいは

豊富な地域といいますか、これはもちろんだけれども、資源のないところ、乏しい地域と

いいますか、においても今はいろいろなプランニングで一定の観光客を呼び込もうと。そ

うすると、お金がかかるわけですね。やっぱり資金投下、これが大変私は重要です。ただ

国のメニュー、県のメニューだけで、それは利用するものは大いに利用していいけれど

も、身銭を使わないと、なかなかＰＲ効果というのは生まれてこないだろうとこう思いま

す。 

 そこで、観光というのは、大体全国を見ると、国際化によって海外、何といいますか、

大きな大企業の観光会社といいますか、それらの企画によってお客さんはそれらのところ

へ運ばれているのが現状です。そうはいっても、それが全てじゃないので、今各地域で自

分のところの地域の観光資源を大いに生かして、まちづくりの一環として取り組んでいま

す。ほとんどといって私は過言じゃないとこう思います。 

 そこで伺いたいのは、今、観光会社をどう利用するかが、彼らはＰＲが上手なので、

せっかく三沢の今言ったいろいろな観光資源があるにもかかわらず、市長をはじめ知事も

ＰＲには行っていると言うけれども、では、丘珠への北海道便も、復活した大阪便も、こ

れは普通考える企画なのですよね。やろうと言って、ある程度のお土産を持ってＰＲしよ

う三沢を…、問題は、言いたいのは観光会社とどう提携をして、これをやるのだと、そう

いう行動を起こしているのかどうか。ここが足りないと思います。 

 やっていると今説明を受けたのは、大変努力は買います。しかし、大きなポイントを皆

さんは外している。大手があるいは地方ローカルの観光会社ありますよ、いっぱい。今は

地元のもあります。それらに足を使っているのですか。この点、どうなっているのか。 

 そこと、問題は、観光案内所をことしも継続するという説明で、これはいずれは皆さん

やめるつもりなのですか。よそに行ってみなさい。小さな駅でも、うちへ来れば、よそを

見るところがあるでしょう。ちゃんと女の子が観光案内に、小さな駅でいますよ。そこの

まちの観光協会、やっていますよ。駅あるいは空港があるところは空港にもあります。あ

るいはバスターミナルのあるところは、青森駅ね、国鉄のバス云々の。観光会社の観光案

内所がありますよ。我がほうは、駅にありますか、空港にありますか、ない。観光協会の

事務所は人もいるのだけれども、事務局長をはじめにして。どこですか。小川原湖です。

観光案内所、あそこまで行くのだろうか。最低でもまちの中ね。 

 今、この観光案内というのを何を継続、どこにね、私は空港だってね、おりたら、三沢
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の観光地はここにありますよ、あるいは尋ねられたら、ホテルはこうですよぐらいの、何

にもないのでない。継続するというの、この件を詳しくちょっと答弁してください。 

山本経済部参事兼観光物産課長：まず、先ほど言った旅行業者への働きかけたかというこ

とについては、先ほど言いました５月３０日に旅行会社を集めて実施した、これは８０人

に対して集めて直接交渉しております。同時に、それから先ほどちょっと、２月にはやは

り同じ大阪の旅行業者を直接訪れて、それぞれ１時間ぐらいずつ９社にＰＲを行っており

ます。そのような形で、やはり一番は観光客に何といいますか、パイプになるのが旅行業

者だというのは私たちのほうで認識しておりますので、そのような形で働きかけておりま

す。 

 今回も東京のほうにつきましても、４月１２日にそういう形で働きかけていますし、札

幌についても、札幌市とはいろいろ今協議しております。今後、札幌近辺の旅行会社のほ

うともきちっと詰めながらＰＲをしていくような形を考えております。 

 それと、今言った観光案内所の件ですが、これはまず今は１年ちょっとになりました。

その利用状況等も踏まえながら、本当にここでいいのか、または先ほど言いました駅と

か、いろいろなそういう部分も考えなければならない。その中でコストも考えながら、何

カ所も設置できればいいのですけれども、やはりそういうコストも考えながら効果のある

ところというのを検討していくという意味で、今後考えていきたいというふうに考えてお

ります。 

山本委員：私は契約したところがありますかって、大手なり地元の小さなところに足を運

んだのですか。メニューに、企画に取り入れてもらったのですか。そこが一番。ただ広く

集めます…、これから札幌だとか、大いにそれはやってほしい。ただ、そこで押しなので

すよ。交渉なのですよ、これは。ただ、うちはこれがありましたで、いっぱい集めて、そ

れはみんな集まりますよ。ああそうか、これで終わるおそれがあります。一押し。それは

観光協会と一体となる、あるいは商工会とも一体となるという活動が、全体が必要なので

すよ。 

 お客さんが来れば、商店街の活性化だって皆さん論じてるけれども、人が集まれば金を

かけてやりすまよ。お土産も、あるいは物を売りたいのが商人ですよ。人が集まらない時

に、やれ、やれと言ったって、やりませんよ。だから、ここはちぐはぐになっているので

すね。この辺、今後、答弁は要らないけれども、強力に、そこが一番肝心だから。彼らは

うまいですよ。写真撮ってメニューでも何でもね。 

 今、高齢者はそういうところを詳しく歩いている。それが案内所もない、駅におりても

何もない、空港におりても何もない。知らない人は、まちってどこにあるのかわからな

い。検討するの。一番中心がどこがいいとか、誰がここにね、よそを見たらいいでしょ

う。まず空港、ここに置いたほうが、１人でも２人でも広げると思うよ。ここでは拾えま

せん。 

 言っておくけれども、駅でタクシーに乗ると、三沢の観光案内してください。夕方、古

牧で泊まる。タクシーないよ。頼めば、どこを案内する。いや、あるでしょうって、航空

科学館、斗南藩、漁港でもいいよね。寺山修司記念館。だけども、タクシーが説明もでき

ない。そういうところを見るんですか、今の高齢者はって…そういうのがいいのです。だ
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から、まず足を使うこと。足なのですよ。１回断られても、２回、３回、じゃあやってあ

げるかというのが、これは商売ですよ。ここを経営学を…入れてほしい。 

 観光協会なるものがあるけれども、市のイベントだとか、何というの、クリスマスがど

うだとかって、何も観光客を集めようとして、ただ市の補助金をもらえば、そこの草刈り

するとか、それが主なる仕事のような気がして、観光協会あるいは旅館組合とかホテルの

組合と一体となって、もっと市と一緒になって一人でも多く観光客を呼ぼうと、こういう

気概が見えないのだよね。課長は一生懸命なのだろうけれども、この経営学をもっと発揮

して。今現在、市と観光協会なるもの、どういうこういうふうな観光について観光案内所

のなにも含めて、何を議論するかね、ちょっとそこを…。 

山本経済部参事兼観光物産課長：今、三沢の全体的な旅行客を呼ぶための着地型といいま

すか、こっちに来たらどういう形でどう動いて、どこに役割分担を担っていかせてやると

いうような、そういう仕組みといいますか、そういう検討をこれから立ち上げて進める予

定にしております。それらを含めて、それがある程度何といいますか、体制としてでき上

がれば、これはより強く東京でも大阪のほうでも働きかけて、連れてくるような形をとっ

てまいります。 

馬場委員：これは山本さんが言ったと同じですけれども、７月、３、４、５と今伊丹便

使ってきました。一応有志１０名ほどですが。行くときは６０名、帰りは３０名でした。

この数字は、非常に帰りまで、あなた方は一生懸命、頑張っているのはわかりますけれど

も、何とかもっともっとアピールしながら、みんなで頑張りましょう。本当に３０名だか

らがっかりしました。そういう状態で、また北海道へ行きますけれども、どういうものだ

か実際に…やりますので。三沢に来るとがっかり…。その辺を頑張りましょう。答弁いい

ですから。 

春日委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

遠藤産業政策課長：先ほどの病院跡地の借地料の件でお答えします。 

 借地料は、１年間で９５９万６,５９５円となっております。 

春日委員長：それでは、ないようですので、以上で本日の案件は全て終了いたしました。 

 執行部の皆様には、ただいま委員から出されました意見等も参考にしていただき、今後

の事務事業が円滑に進められるよう努めてただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 なお、この所管事務調査については、次の定例会で委員会報告をすることになります。 

 これについては、正副委員長に一任願いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

春日委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 最後に、当委員会の先進地視察についてですが、時期、案件、視察先について委員の皆

様の御意見をお聞きしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「正副委員長に一任」と呼ぶ者あり） 

春日委員長：では、正副委員長に一任との声がありますので、先進地視察につきまして

は、私と副委員長で決めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

午後０時０３分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   春 日 洋 子  

 

 


